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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （百万円） 27,920 33,489 134,769

経常利益 （百万円） 142 1,011 2,567

親会社株主に帰属する四半期　　

（当期）純利益
（百万円） 99 709 1,786

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 601 1,235 3,840

純資産額 （百万円） 32,060 35,997 35,030

総資産額 （百万円） 70,091 79,988 76,381

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 6.29 45.00 113.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.7 45.0 45.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を経過的な取扱いに従って当第

１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は

33億58百万円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであり

ます。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種が本格的に始まり、

ワクチン接種の普及が期待されながらも、感染再拡大の影響を受けて緊急事態宣言が再発出されるなど、依然と

して先行きは不透明な状況が続いております。世界経済については、中国では政策の下支え等もあって景気回復

が続く一方、ワクチン接種の普及が進む欧米においても、経済活動が段階的に再開されたことで個人消費が回復

し、景気の持ち直しの動きがみられました。

　当社グループの関連しております産業用エレクトロニクス・メカトロニクス業界におきましては、電気自動車

（ＥＶ）や半導体、高速通信規格「５Ｇ」の基地局などへの投資が進み順調な需要の持ち直しの動きがみられる

中国を中心として、半導体関連業界向け及び産業機械業界向けでロボットによる工場自動化に向けた設備投資が

回復するなど、持ち直しの動きが続いております。また、自動車関連搭載向けも半導体不足による生産調整が懸

念されるものの、持ち直しの動きが続いております。

　このような環境の中、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高334億89百万円（前年同期比19.9％増）、営

業利益９億74百万円（前年同期は営業利益74百万円）、経常利益10億11百万円（前年同期比609.1％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益７億９百万円（前年同期比615.1％増）となり、前年同期を上回る結果となりまし

た。

 

　部門別の業績は次のとおりであります。

［電機部門］

　電機部門では、産業機械業界向けの電機品の販売が増加いたしました。この結果、当部門の売上高は64億12百

万円（前年同期比32.9％増）となりました。

［電子部門］

　電子部門では、産業機械業界向け及び自動車関連搭載向けの電子部品の販売が増加いたしました。この結果、

当部門の売上高は254億35百万円（前年同期比19.0％増）となりました。

［機械部門］

　機械部門では、産業機械業界向けの設備機器の販売が増加いたしましたが、ＦＰＤ（フラットパネルディスプ

レイ）関連業界向けの設備機器の販売が減少いたしました。この結果、当部門の売上高は16億41百万円（前年同

期比4.7％減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。なお、売上高については、セグメント間の内部売上高又は振替高

を含めた売上高で表示しております。

①　日本

　産業機械業界向けの電機品、電子部品及び設備機器、自動車関連搭載向けの電子部品の販売が増加いたしまし

たが、ＦＰＤ関連業界向けの設備機器の販売が減少いたしました。この結果、売上高264億27百万円（前年同期比

15.1％増）、営業利益５億46百万円（前年同期は営業損失71百万円）となりました。

②　アジア

　アジア地域では、産業機械業界向けの電機品及び電子部品の販売が増加いたしました。この結果、売上高102億

38百万円（前年同期比37.3％増）、営業利益４億24百万円（前年同期比199.8％増）となりました。
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③　欧米

　欧米では、産業機械業界向けの電子部品及び設備機器の販売が増加いたしましたが、アミューズメント業界向

けの電子部品の販売が減少いたしました。この結果、売上高13億30百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益12百

万円（前年同期比7.1％増）となりました。

④　その他

　売上高は１億23百万円（前年同期比18.1％減）、営業損失10百万円（前年同期は営業損失２百万円）となりま

した。

 
 

　当第１四半期連結会計期間における財政状態は次のとおりであります。

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、799億88百万円となり前連結会計年度末に比べ36億６百万円増加

しました。電子記録債権及び商品の増加が主な要因であります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、439億90百万円となり前連結会計年度末に比べ26億40百万円増加

しました。電子記録債務の増加が主な要因であります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、359億97百万円となり前連結会計年度末に比べ９億66百万円増

加しました。利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加が主な要因であります。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

（4）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当第１四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方

針について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（6）従業員数

　2021年６月30日現在の従業員数は1,060人であります。

 

（7）仕入、受注及び販売の実績

　①商品仕入実績

　当第１四半期連結累計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

前年同期比（％）

日本（百万円） 23,079 107.9

アジア（百万円） 7,067 153.7

欧米（百万円） 530 95.1

報告セグメント計（百万円） 30,678 115.6

その他（百万円） 91 85.5

合計（百万円） 30,769 115.4
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　②受注実績

　当第１四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高

（百万円）
前年同期比（％）

受注残高
（百万円）

前年同期比（％）

日本 33,699 160.2 29,609 179.2

アジア 12,965 184.4 11,734 146.4

欧米 1,453 137.7 871 96.1

報告セグメント計 48,118 165.2 42,214 165.9

その他 224 148.3 202 80.4

合計 48,342 165.1 42,417 165.1

 

　③販売実績

　当第１四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

前年同期比（％）

日本（百万円） 23,057 112.3

アジア（百万円） 9,174 146.5

欧米（百万円） 1,138 116.3

報告セグメント計（百万円） 33,370 120.1

その他（百万円） 119 85.1

合計（百万円） 33,489 119.9

　（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。

 

（8）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（9）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、一般産業機械及び装置や半導体及び液晶製造装置等に使用されるサーボモータ、リニアモー

タなどのメカトロ製品を販売する電機部門、自動車関連・デジタル家電・パソコン・携帯情報端末・アミューズ

メント設備機器等の分野に使用される電子部品を販売する電子部門、半導体関連製造設備、液晶・パネル搬送用

クリーンロボット及び産業用ロボットを販売する機械部門から成る技術商社であります。その需要先は主に産業

用エレクトロニクス・メカトロニクス業界であるため、当社グループの業績は、この業界の需要動向、並びに設

備投資動向の影響を受けます。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえ、お取引先様の信頼と満足を得られるよう、国内外の

子会社とのネットワークを駆使するとともに、技術力・提案力を活かし、品質と付加価値の高い商品・技術・エ

ンジニアリングサービスを提供することで収益力の向上を図っております。

　なお、今後の見通しといたしましては、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及が先進国を中心に期待され

るものの、世界的感染拡大による経済活動への影響は不確実性が高く、今後も不透明な状況が継続することが予

想されます。
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（10）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は、グループ全体を通じて、企業価値の拡大、財務体質の強化、営業力の強化向上、自己資本の充実に取

り組んでおります。

　さらに、当社は、「人を創り 会社を興し 社会に尽くす」の社是のもと、社業を通じて株主・投資家の皆様、

取引先様、従業員など、さまざまなステークホルダーの信頼と期待に応えられる経営を推進しております。その

実現のために、コーポレートガバナンスの充実とコンプライアンスの徹底を図りながら迅速かつ適切で公平な情

報開示を継続して行うことで、健全性・効率性・透明性の高い経営の実践に努め、企業価値の向上と社会の発展

に貢献できる企業を目指しております。

　また、当社グループでは、2020年３月期から2022年３月期までの３ヶ年を対象とする第10次中期経営計画

「NEXT 1800」の最終年度である３年目を迎え、「グレートリカバリー（大回復）に向けた新たなサンワテクノ

スの挑戦」をスローガンに掲げて方針に対する重点施策を力強く推し進め、当社ビジョンの2026年３月期の連結

売上高2,500億円の達成に向けてチャレンジしてまいります。

 

第10次中期経営計画「NEXT 1800」方針

・コアビジネスの強化でお客様のものづくりに貢献する

・グローバル事業を拡大し市場の需要をサポートする

・新事業領域へ挑戦し持続的成長を加速する

・持続可能な社会の実現への取り組み

 

（11）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,380,000

計 33,380,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,044,000 16,044,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 16,044,000 16,044,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 16,044,000 － 3,727 － 3,129

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

サンワテクノス株式会社(E02656)

四半期報告書

 7/19



（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 267,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,747,900 157,479 －

単元未満株式 普通株式 28,800 － －

発行済株式総数  16,044,000 － －

総株主の議決権  － 157,479 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権の数12個）含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

サンワテクノス株式会社
東京都中央区京橋

３－１－１
267,300 － 267,300 1.66

計 － 267,300 － 267,300 1.66

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,113 13,677

受取手形及び売掛金 36,392 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 35,122

電子記録債権 6,061 8,691

商品 7,935 9,280

仕掛品 0 12

その他 1,036 1,420

貸倒引当金 △109 △113

流動資産合計 64,430 68,091

固定資産   

有形固定資産 2,590 2,582

無形固定資産 170 159

投資その他の資産 ※ 9,190 ※ 9,154

固定資産合計 11,951 11,896

資産合計 76,381 79,988

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,554 16,370

電子記録債務 12,901 14,953

短期借入金 4,148 4,506

１年内返済予定の長期借入金 500 2,900

未払法人税等 393 267

引当金 － 36

その他 1,873 2,398

流動負債合計 36,372 41,432

固定負債   

長期借入金 2,400 －

長期未払金 199 177

役員退職慰労引当金 104 106

退職給付に係る負債 978 989

その他 1,295 1,284

固定負債合計 4,978 2,558

負債合計 41,350 43,990

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,727 3,727

資本剰余金 3,548 3,548

利益剰余金 23,827 24,268

自己株式 △300 △300

株主資本合計 30,802 31,243

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,235 4,223

為替換算調整勘定 △7 530

その他の包括利益累計額合計 4,228 4,754

純資産合計 35,030 35,997

負債純資産合計 76,381 79,988
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 27,920 33,489

売上原価 24,821 29,411

売上総利益 3,099 4,077

販売費及び一般管理費 3,024 3,103

営業利益 74 974

営業外収益   

受取利息 1 3

受取配当金 49 40

仕入割引 9 9

受取家賃 33 33

その他 46 36

営業外収益合計 140 124

営業外費用   

支払利息 15 11

売上債権売却損 8 10

為替差損 45 61

その他 4 4

営業外費用合計 72 87

経常利益 142 1,011

特別利益   

投資有価証券売却益 7 －

特別利益合計 7 －

税金等調整前四半期純利益 150 1,011

法人税等 51 301

四半期純利益 99 709

親会社株主に帰属する四半期純利益 99 709
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益 99 709

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 728 △12

為替換算調整勘定 △226 537

その他の包括利益合計 502 525

四半期包括利益 601 1,235

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 601 1,235

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、買戻

し契約に該当する有償支給取引については、従来は支給先から受け取る対価を収益として認識しておりました

が、当該収益を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は33億58百万円減少しておりますが、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高は０百

万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計

期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表への

影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ま

た、見積実効税率を使用できない場合は、税引前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上

で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上

の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年６月30日）

投資その他の資産 179百万円 177百万円

 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

減価償却費 82百万円 75百万円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資  

2020年５月８日

取締役会
普通株式 268 17 2020年３月31日 2020年６月10日 利益剰余金  

 
 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資  

2021年５月７日

取締役会
普通株式 268 17 2021年３月31日 2021年６月10日 利益剰余金  
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 アジア 欧米 計

売上高         

外部顧客への売上高 20,540 6,261 978 27,780 139 27,920 － 27,920

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,410 1,196 253 3,859 10 3,870 △3,870 －

計 22,950 7,457 1,231 31,640 150 31,791 △3,870 27,920

セグメント利益又は損

失（△）
△71 141 11 81 △2 78 △3 74

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業活動を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△３百万円には、セグメント間取引消去３百万円及び棚卸資産の調

整額△７百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 アジア 欧米 計

売上高         

外部顧客への売上高 23,057 9,174 1,138 33,370 119 33,489 － 33,489

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,369 1,063 192 4,625 4 4,630 △4,630 －

計 26,427 10,238 1,330 37,996 123 38,119 △4,630 33,489

セグメント利益又は損

失（△）
546 424 12 983 △10 973 0 974

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業活動を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円には、セグメント間取引消去４百万円及び棚卸資産の調整

額△３百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
日本 アジア 欧米 計

電機 4,400 1,935 75 6,412 － 6,412

電子 17,654 7,064 717 25,435 － 25,435

機械 1,002 174 345 1,522 119 1,641

顧客との契約から
生じる収益 23,057 9,174 1,138 33,370 119 33,489

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 23,057 9,174 1,138 33,370 119 33,489

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業活動を含んでおり

ます。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 6.29円 45.00円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 99 709

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
99 709

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,776 15,776

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

2021年５月７日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………268百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………17円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年６月10日

（注）　2021年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

サンワテクノス株式会社(E02656)

四半期報告書

17/19



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月10日

サンワテクノス株式会社

取締役会　御中

 

井上監査法人

　東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 萱嶋　秀雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平松　正己　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉松　博幸　　印

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンワテクノス
株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021
年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、
すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンワテクノス株式会社及び連結子会社の2021年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重
要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
　手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
　る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
　られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
　認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
　うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
　四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
　適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
　の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
　として存続できなくなる可能性がある。
・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
　基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
　諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
　せる事項が認められないかどうかを評価する。
・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
　人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
　人の結論に対して責任を負う。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事
項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて
いる場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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